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	 講演題目：裏しかない葉「単面葉」の発生と進化

	 講演者名：山口　貴大
（自然科学研究機構・基礎生物学研究所） 

	　講演の概要
　「単面葉」とは，単子葉植物でよくみられる，葉身が一般的な葉（両面葉）の背軸面に相当する組織だけで構成される葉のことである．この単面葉は，葉の極性が両面葉とは著しく異なることから，単子葉植物における葉の極性制御機構を明らかにするための優れた発生学的研究材料となりうる．また興味深いことに，この単面葉を持つ植物は，単子葉植物において何度も繰り返し進化している．さらには，両面葉においては，葉の向背軸の極性が葉身の平面成長に必要であると考えられているが，向背軸の極性を持たない単面葉においても，多くの場合平らな葉身が発生する．すなわち，葉身の平面成長機構は，両面葉と単面葉で収斂進化している．したがってこの単面葉は，繰り返し進化や収斂進化といった，生物進化の過程で広く見られる現象の遺伝的機構を解明するための，優れた進化学的研究材料にもなりうる．

　我々は単面葉の発生・進化機構を解明するために，葉の形態が多様で，分子遺伝学的研究に適しているイグサ属植物をモデルとして研究を行っている．現在までの遺伝子発現解析や，近縁種を用いた比較分子遺伝学的解析から，単面葉における葉身の背軸側化および単面葉における葉身平面成長性に関して，その発生制御に深く関わると考えられる因子を同定した．また，これらの解析から，葉の極性制御機構に関する新しい概念を得ることにも成功した．現在イグサ属植物における突然変異体の単離系や形質転換系の確立を試みており，本セミナーでは，これらの結果を統合し，単面葉の発生・進化機構について議論したい．　
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